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令和３年度は、新型コロナウイルス感染症対策により、従来の現地イベントから変更して、オン
ラインによるモニターイベントやツアーを行うことで、関係人口と地域活動との交流の機会を創
出した。
本事業は地方創生推進交付金を活用して取り組んできたが、今年度が最終年度のため、今
後は、交流のあり方や財源について見直しを図り、直接的な交流イベントやオンラインイベント
などの方法により、全国の関係人口との効果的な交流手法を検討し、関係人口との連携によ
る地域活性化の方策を検討する。
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事   業   名 関係人口を活用したサステナブルな地域づくり 担当課 地域活性課

事 業 概 要
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関係人口の“スキル”や“想い”の可視化や、三木町の魅力・課題への理解の深化を図ることで、関係人口自身によ
る自立的な取組みが生まれる環境を醸成する。また、地域側においても埋もれている資源や地域課題を可視化す
るとともに関係人口への理解を醸成することで、関係人口を受け入れられる環境を醸成する。
その上で、関係人口に対し、「地域に関与できる仕組み」を提案し、関係人口が主体となった本町の魅力発信や、
ふるさと思いやり寄附、地域への訪問が生まれる自立的、継続的な流れを創出する。

事業により
見込まれる効果

関係人口同士の横のつながりを強化する仕掛けを施すとともに、関係人口の持つスキルや想いを可視化すること
で、まちづくり活動等に意欲を持つ者を具現化するなど、これまで培ってきたノウハウを活かした更なる取組みの発
展を目指すことにより、抽出された地域住民と自主的な関係人口が交流・連携し、地域課題の解決を図る地域活性
化モデルを目指す。

事業の背景

2016年度から関係人口の創出・拡大に係る取組みを実施しており、現在880名程度の登録がなされている。関係人
口との交流を図るワークショップの開催や継続的な情報発信等により、本町への理解・関心の深化を図るとともに
「三木町と関わりたい」「何か協力したい」という主体性を持つ関係人口の存在も明らかとなっている。これら意欲あ
る関係人口を活かし、地域外住民による地域活性化モデルの実現を目指す。
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